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整数の三分割 

 

 整数を以下の規則にしたがって分けていきます。 

○ ３以上の整数は，３つの整数に分けます。このとき，どの２つの整数の差も０か１になるように分け

ます。 

○ ２は１と１に分けます。 

○ １はそれ以上分けません。 

 例えば１４を分けると４段になり，一番下の段には１が１０個並びます。 

 

 

 

 

 

 

 

（１）①～③の整数を分けると，何段になりますか。また，一番下の段には１が何個並びますか。 

   ① ２７  ② ３５  ③ ６２ 

 

（２）１４を分けた場合，一番下の段に並んだ１の個数は１０になります。一番下の段に並んだ１の個数が

自分自身と等しくなるような１以上１０００以下の整数は何個ありますか。 

 

（３）１０００以下の整数で，一番下の段に並んだ１の個数が①～④になるものを，すべて答えなさい。 

ないときは「ない」と答えなさい。 

   ① １２ ② １３  ③ ５５５ ④２００ 

 

  

最難関問題 
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整数の三分割 

（１）①４段，２７個 ②５段，１６個 ③５段，６２個 

（２）３７１個 

（３）①１５，３３，８７，２４９，７３５ ②ない ③５５５ ④２００，３４３，８２９ 

 

（１） 

 ① 次のようになって，４段で２７個です。 

 

 

 

 

 

 

 ② 次のようになって，５段で１６個です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③ 次のようになって，５段で６２個です。 
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（２）（１）①の２７の場合のように，３を何個かかけ合わせた数である３，９，２７，８１，…であれば，

途中のどの段階でも３つの等しい数に分けることができます。２８，２９と数を１つずつ大きくすると，

以下のように４段目に並んでいた２７個の１が次々に２と変わっていき，５段目ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ２８では４段目に２が１つあるので，５段目に並ぶ１は２個，２９では４段目に２が２つあるので，

５段目に並ぶ１は４個となります。こうして，２８や２９は，一番下の段に並ぶ１の個数と等しくなり

ません。数を順に考えていくと，次に等しくなるのは，４段目がすべて２となる５４です。 

 

 

 

 

 

 

 

   ５４から８１にかけては，４段目の２が次々と３に置き換わっていくので，やはり分ける数と一番下

の段に並ぶ１の個数は一致し続けます。 

   よって，３をいくつかかけあわせた数Ａに対して，（Ａ×２）以上（Ａ×３）以下の整数は自分自身

と一番下の段に並ぶ１の個数が一致します。また，１，２，３もこの条件を満たしますから， 

   １～３…３個，６～９…４個，１８～２７…１０個，５４～８１…２８個，１６２～２４３…８２個， 

   ４８６～７２９…２４４個 

  以上の和を求めて，３＋４＋１０＋２８＋８２＋２４４＝３７１（個）です。 

  

最難関問題 
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（３）（２）の場合，＜分ける数，一番下の段に並ぶ１の個数＞は， 

＜２８，２＞，＜２９，４＞，＜３０，６＞，…，＜５３，５２＞， 

＜５４，５４＞，＜５５，５５＞，…，＜８１，８１＞， 

＜８２，２＞，＜８３，４＞，… 

となっています。３をいくつかかけあわせた数Ａに対して，（Ａ×２）以上（Ａ×３）以下の整数は自

分自身と一番下の段に並ぶ１の個数が一致することは確認済みですが，それ以外の数，つまり， 

Ａより大きく（Ａ×２）以下の整数の場合，一番下の段に並ぶ１の個数は２，４，６，…，という偶数

になり，その最後は（Ａ×２－２）です。 

 ① １２は９と２７の間の数であり，９×２＝１８より小さいので，（Ａ×２）以上（Ａ×３）以下の整

数ではありません。よって，＜１２，１２＞にはなりません。残るはＡより大きく（Ａ×２）以下の整

数の場合の偶数の列に１２が現れる場合です。１２は６番目の偶数ですから，９＋６＝１５，２７＋６

＝３３，８１＋６＝８７，２４３＋６＝２４９，７２９＋６＝７３５が条件を満たします。 

 

② １３は９と２７の間の数であり，９×２＝１８より小さいので，（Ａ×２）以上（Ａ×３）以下の整

数ではありません。よって，＜１３，１３＞にはなりません。残るはＡより大きく（Ａ×２）以下の整

数の場合ですが，このとき一番下の段に並ぶ１の個数は必ず偶数になります。よって，「ない」が答え

です。 

 

③ ５５５は２４３と７２９の間の数であり，２４３×２＝４８６より大きいので，＜５５５，５５５＞

となります。 

 

 ④ ２００は８１と２４３の間の数であり，８１×２＝１６２より大きいので，＜２００，２００＞とな

ります。残るはＡより大きく（Ａ×２）以下の整数の場合の偶数の列に２００が現れる場合です。 

２００は１００番目の偶数ですから，２４３＋１００＝３４３，７２９＋１００＝８２９が条件を満た

します。 

 

最難関問題 


